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[ 適合タイヤサイズ ]
24 インチ 〜 最大 700 x 45c  (ETRTO 47-622)
		    （タイヤ直径最大 714mm まで）

ナイロンナット

注意すべきこと このトレーナーはブロックや突起状のパターンなどのない完全になめらかな表面を持つタ
イヤで使用しなければなりません。
凹凸のあるタイヤのまま使用するとひどい騒音を発し、家族や近隣の住民を不快にするだ
けでなく、振動により負荷装置やタイヤなどを破損させるおそれがあります。

ナイロンナットとは、一方の端（丸くドーム状にふくらんだ部分）の内側にナイロン製の
リングが仕込んであり、ボルトがそれを押し広げながら通過する際の抵抗が緩み止めとな
る構造のナットのことです。
ボルトをねじ込んでいく際に急に重くなるのは、ボルトがナイロンリングを通過しようと
している証拠であり、工具を使って引き続き最後まで締め込んでいくことで機能します。
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注意していただきたいこと

●通常の２輪自転車専用です。タンデムやリカンベントなど他のタイプの自転車では使用しないで ください。

●後輪ハブ幅 125 〜 140mmのクイックレリーズ式またはハブナット式スポーツ自転車用です。ハブ幅の狭
　いピストや、後輪ハブ軸を挟む上で障害となる内装変速機付きの自転車ではお使いいただけません。
　ハブナットタイプの自転車で使用するには、右側カップリングに装着してあるグロメット（ハブナット保護
　キャップ）を取り除く必要があります。細い丸棒などを切り欠き部に差し込み取り外してください。

● 24 インチから 700 x 45c（ETRTO 47-622）までのタイヤに適合します。29 インチタイヤは LR340 では使用
　できません。24 x 1.75 インチ未満のサイズの場合には、添付の「小径ホイールアダプタ」を負荷装置の下
　に装着する必要があります。騒音を減らすには後輪タイヤをスリックタイプのものに交換してください。

●多少の組み立てが必要となります。正しい工具（10mmスパナ，M4／M5六角レンチ）を使用してください。
　工具は付属しておりませんので、恐れ入りますがご自身でご用意ください。

●最大限の安定を確保するため、必ず後輪のクイックレリーズを添付のものに交換してください。
　弊社はご自身のクイックのまま使用したことによる一切のトラブルの責任を負いかねます。

●安全にご使用いただくため、平坦で水平な床に設置し、脚はいっぱいに開いてお使いください。

●タイヤドライブ式という構造上、タイヤやローラーのある程度の摩耗は避けられません。タイヤの損耗をで
　きるだけ少なくするため、ローラーの後輪タイヤへの押し当て量は正しく調整してお使いください。
　またローラー自体の摩耗をできるだけ減らすため、トレーナーへの装着前にはタイヤ表面に付着した砂埃な
　どはきれいに拭き取り、急加速を避け、ブレーキは使用しなでください。

●高速で回転している車輪や回転部に触れると怪我をします。トレーニング中は小さな子供やペットなどを近
　づけないでください。

● LR340 のリモコン式負荷装置をマニュアル式に変更することは、内部の構造上できません。
　なおリモコンシフターを取り外すと負荷は自動的に最大位置に固定されます。

●トレーニング中にかく汗やゴム脚キャップによる床やカーペットへの汚れ付着や傷付きを防止するため、
　できるだけトレーナーの下にはバスタオルや専用マットなどを敷くようにしてください。

● LR340 を使用中にもし異常な音やにおいなどを感じた場合は、すぐに使用を中止し、お買い求めになった
　販売店にご相談ください。弊社への事前の相談なく勝手に分解しようとしないでください。

●弊社は、LR340 をご購入された日から起算して１年間の、メーカー側に瑕疵のあるトラブルに関しての品質
　保証を、正規販売店から新品で購入した最初のユーザのみに限って提供しています。
　この説明書で指示されている以外の方法や目的で LR340 を使用した場合や、弊社の許可なく分解したり改
　造した場合には、すべての品質保証が無効となります。
　輸送中の落下によるダメージなど工場出荷後のいかなるトラブルについては、弊社ではなく、輸送を担当し
　た運送業者に直接お問い合わせください。
　詳しくは添付の「製品保証規定」カードおよび弊社ウェブサイト（www.minoura.jp）をご参照ください。

ご使用になる前に必ずお読みください
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脚にゴムキャップをはめ込み、脚をいっぱいに
開いて水平で平坦な床の上に置きます（図Ｃ）。
このとき４ヶ所の接地点すべてが同時に床面に
接触していることを確認してください。

４点接地しない場合は、床に接している方の脚
を強く上に引き上げて取り付けボルト部分のガ
タを取り除くことで解消できます。

LR340 のセットアップのしかた

フレームにローラー加圧調整用ノブセットを取り付けます。

まずフレームに仮止めされているピボットボルト（奥にある方）
とM6ナイロンナットを取り外します（図Ａ）。

次に負荷装置取付台座の先端をフレーム上の金具にかぶせ、それ
ぞれの孔を合わせてからピボットボルトを差し込み、ナットを締
め込みます（図Ｂ -1）。

まず後輪のクイックレリーズを添付のものに取り替えます。
カップリングは添付のクイックにのみ合うように設計されています。弊社ではご自身のクイックをそのまま使用
したために発生するいかなるトラブルに対してもその責を負いません。

! もしお使いになる自転車がクイック式ハブではなくナット式だった場合は、右側カップ
リングに装着してあるグロメット（ハブナット保護キャップ）（F-9）を取り外しておい
てください。グロメットを装着したままではナット式ハブはしっかりと固定されません。

ナット式ハブのホイールをクイック式に改造することは、ホイールを完全に分解しハブ
を交換する大掛かりな作業を要求しますので非現実的です。考えないでください。
添付のクイックレリーズはそのまま路上走行に使用しても差し支えありません。

!

必要な工具：　10mm スパナ、 M4 六角レンチ（いずれも添付なし）

! もしピボットボルトを締め込み
すぎると、いくら高さ調整用の
ノブボルトを操作しても負荷装
置が動かなくなります。
正しい締め込み具合とは、ノブ
ボルトを緩めたとき、負荷装置
が自重でゆっくりと降りてくる
程度です。

まずノブボルトに平ワッシャとバネを入れてお
きます。
フレーム上の金具の裏側からつば付きナットを
はめ込んでおき、そこにノブボルトを手前側か
らねじ込みます（図Ｂ -2）。
ノブボルトはおよそ半分くらいねじ込みます。

! テーパー状のバネの向きと平ワッシャの
位置に注意してください。図 B-2 の通り
にしないとうまく回せません。

( 図Ｂ -1)

( 図Ｃ )

( 図Ｂ -2)

ノブボルト

平ワッシャ
バネ

つば付きナットまず最初にボルトとナットを抜き取る

( 図Ａ )

1.

2.

3.
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ホイールのセットのしかたについての説明です。

１）ハブクランプハンドルを左回りに回してカップリン
　　グを開きます。できるだけ大きく開いておいた方が
　　自転車を装着しやすくなります（図Ｄ）。

２）  まず先に、ハブの左側（クイックレリーズのレバー
　　側）をカップリング内に収めます。

左右のカップリングは添付のクイックレリーズ
だけにフィットするように設計されています。
特に左側カップリングは図 E のように、完全に
クイックのヘッドにフィットしていなければな
りません。
添付のクイックは先端がカップリング内にきれ
いに収まるようレバーがヘッドの側面から出て
いるタイプ（図 E）であり、シャフト端全体が
レバーになっているもの（図 F）や、レバーを
起こしても直角以上にはならない（図 G）とい
うようなクイックは LR340 では使用できません。

!

( 図Ｅ )

( 図Ｆ ) ( 図Ｇ )

! ハブクランプハンドルは強く締め込み過ぎな
いでください。
ハンドルには締め込み過ぎ防止のためのロッ
クもクラッチ機構も備えられていないため、
回せば回すだけいくらでも締まっていってし
まい、最終的に LR340 のフレームを破損させ
ることになってしまいます。
ハンドルを締め込んでいき限度を超えると、
徐々に LR340 のフレームが開き始めてきます。
それが確認できたところからあと 2 回転だけ
回すだけにとどめてください。

( 図Ｄ )

! ハブクランプハンドルは緩めすぎ
ないでください。
カップリングパイプ内部にある
ナットを強制的に回して緩めてし
まうことになり、正しい装着がで
きなくなってしまいます。

カップリング

　　クイックのレバーのシャフト部がカップリング上の切り欠き部に収まるように、カップリングをつまんで回し
　　て調整してください。

３）この状態を保ったまま自転車をゆっくりと下ろしていき、右側ハブと右側カップリングとの高さを揃えます。

４）ハブクランプハンドルを右回りに回していき、ハブ軸を挟み込んでいきます。
　　カップリングが完全にハブ軸をつかみ回転が重くなったら、いったんそこで回すのを止めます。

５）そこからさらに２回転だけハンドルを回して装着は完了です。

（ここでは車輪は省略しています）4.
ハブクランプ
ハンドル
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後輪はドライブローラーのほぼ中央付近に位置し、他
のどの部分にも触れていない状態でなければなりませ
ん（図Ｊ）。
もしホイールが適切に振れ取りされていないとか装着
してあるタイヤが太すぎるとかという理由でタイヤが
樹脂ケースなどに触れたままだと（図Ｌ）、タイヤも樹
脂部品も削れていってしまいます。

負荷装置は左右 2段階に取り付け位置を変えられます。
またM4六角レンチで底部の 2本のボルトを緩めれば、
左右方向に位置を微調整調整することもできます（図
Ｋ）。移動させた後はしっかりとボルトを締め込んでお
いてください。

加圧調整ノブボルトを右回りに回してローラーをタイヤに近づけ、押し付けていきます（図Ｈ）。
最適な押し付け量は、側面から見てローラーがタイヤを３〜４ミリほど凹ませる程度です（図Ｉ）。

( 図Ｊ )

( 図Ｌ )( 図Ｋ )

( 図Ｈ ) ( 図Ｉ )

弱すぎる、あるいは強すぎるローラー加圧はタイヤの異常磨耗を引き起こす原因となります。
ローラー加圧は常に適正な状態を守り、またタイヤの空気圧は通常よりも１割ほど上げてお
いてください。低圧のままではタイヤは異音を発生させながら異常磨耗を起こします。

!

もし負荷装置の重さのためにノブボルトを回しにくい場合は、片手で負荷装置を持ち上げて
浮かせておいてやると軽く回せるようになります。

ヒント

5.

6.

LR340 から自転車を取り外すときは、まずノブボルトを緩めてからハブクランプハンドルを緩めます。
もしノブボルトを緩めないまま自転車を取り外してしまうと、次に自転車を装着しようとする際に飛び出して
いるローラーがタイヤを前方に押してしまっているため、それが邪魔をして装着しにくくなってしまいます。

7.
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リモコンシフターの取り付け方
必要な工具：　M4 六角レンチ（添付なし）

負荷を下げる

負荷を上げる

フック

レバー
1

2

LR340 には便利なリモコンシフターが装備されています。
リモコンシフターをハンドルバーやステムに取り付けることで、いち
いち自転車から降りることなく希望の負荷レベルに７段階に調節する
ことができます。

リモコンシフターのほかに自転車側のギア操作でも負荷調整はできま
すが、希望するケイデンスを維持しながら負荷だけを変えるにはリモ
コンシフターでないとできません。

リモコンシフターの取り付け方
	 １）ハンドルバーに樹脂クランプのバンドを巻き付ける。
	 ２）バンド先端のフックを、リモコンシフター基部の溝部分に
	 　　引っ掛ける（図Ｍ①）。
	 ３）レバーを起こしてバンドを締め付ける（図Ｍ②→Ｎ）。

負荷を上げるとき
	 レバーを「Ｈ」方向に回す。

負荷を下げるとき
	 レバーを「Ｌ」方向に回す。

! 「L」位置であっても、ローラーがタイヤを押し付ける
ことで発生する最低限の負荷はかかり続けています。
ゼロというわけではありません。

リモコンシフターのバンドはあらかじめ直径 22mmの標準サイズの
ハンドルバーにおよそ合わせてあります。
もしオーバーサイズのハンドルバーやステムなどに取り付けるためそ
れがきつ過ぎる場合や、逆に緩すぎる場合は、いったんバンドをフッ
クから外してから、バンド根本の調整ネジにM4六角レンチを差し込
んで回して調整してください（図Ｏ）。

! バンドも調整ネジも樹脂でできていますので、無理な力は加え
ないでください。
調整の前には必ずバンドをフックから外しておいてください。

( 図Ｍ )

( 図Ｎ )

( 図Ｏ )

( 図Ｐ )

負荷の上げ方、下げ方

（六角レンチは付属していません。ご自身でご用意ください）
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もし LR340 でおよそ 26x1.75" 以下のサイズのタイヤ
を使用する場合は、添付のＺ型をした小径ホイールア
ダプタを負荷装置と台座金具との間に装着し、負荷装
置の位置を持ち上げてやる必要があります（図Ｓ）．

アダプタは装着方向が決まっており、その向きは矢印
として上面に印刷してあります。この矢印を自転車の
進行方向に向けて装着してください。
小径ホイールアダプタを装着してもドライブローラー
がタイヤに届かない、という場合は、このアダプタの
装着方向が誤っていることが原因です。

もともと負荷装置に付いていた丸頭のボルトは台座金
具にアダプタを装着するのに使い、アダプタに負荷装
置を装着するには六角頭のボルトを使って、その締め
付けには 10mmスパナを使用してください。

小径ホイールアダプタの使い方

六角頭ボルト

丸頭ボルト

小径ホイールアダプタ

必要な工具：　10mm スパナ、 M4 六角レンチ（いずれも添付なし）

リモコンシフターがＬやＨに入らなくなったときは

( 図Ｓ )

振動吸収用
ゴム板

リモコンケーブルが丸まっているとインナーケーブルを引っ張ってしまうことになり、Ｌレンジには入らなくなります。
できるだけまっすぐに伸ばしてください。
それでもＬレンジに入らなかったり、逆にＨレンジでケーブルが弛んでしまう場合は、以下の方法でケーブルのテンショ
ン調整を行なってください。

テンション調整ボルト

ロックナット

樹脂キャップ

ナットを本体ケースに
当たるまで締める

( 図Ｑ ) ( 図Ｒ )

まずリモコンシフターを「Ｈ」位置にセットし、ハンドルバーから取り外してから、できるだけケーブルが
まっすぐになるように床に横たえる。

ケーブル基部にはめ込まれている樹脂キャップを引き抜いて、テンション調整ボルトを露出させる（図Ｑ）。

アウターケーブルをリモコンシフター側に押し付けたまま、調整ボルトもアウターケーブルに押し付ける。
（テンション調整ボルトの頭部分と負荷装置の樹脂ケースとの間に隙間をあける）

このときできた隙間をなくすように、ロックナットを負荷装置のケースに接するまでねじ込む（図Ｒ）。
ＬからＨまですべてセットできるかどうかをチェックしてから、最後に樹脂キャップをかぶせ直す。

1.

2.
3.

4.



LR340 分解図

BF-12
LR340 フレーム（赤）

M5-2
ゴム脚キャップ（29mm）

F-7
ハブクランプハンドル

BF-6
脚ゴム

F-4
カップリングカバーF-9

グロメット

MF-3
ローラー加圧調整
ノブボルトセット
（つば付きナット込み）

GM-23
リモコンシフター（白レバー、ケーブルなし）

BF-4
脚ゴムカバー（赤）

GM-27
リモコンケーブル（黒）

補修部品を発注するときは、誤った部品が手配されてしまうのを防ぐため、
下記の部品番号を正確にショップに伝えるようにしてください。
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GM-29
LR340 負荷装置

F-1
右側カップリング


